
2016年における子どもの権利の重大な侵害

子どもの徴用・徴兵 子どもの殺害 子どものけが 子どもに対する性的暴力

責任を問われることなくシリアの紛争のすべての当事者によって、子どもの権利の重大な侵害が行われている。
このデータはユニセフが確認できた数値で、実際の数値はさらに大きいものと予想される。

社会や家族などからの非
難や拒絶の恐れが根底
にあるため、子どもに
対する性的暴力は記録す
ることが極めて難しい。
女の子の中には、未成年
者を含む兵士をたち
よってさらわれ、強制
的に結婚させられ、監禁
されている最中に性的暴
行を受けた者もいた。
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